
　
　
　
　

●
発
行
／
島
牧
村　

●
編
集
／
企
画
課
企
画
情
報
係　
　
　

（
℡
０
１
３
６-

７
５-

６
２
１
２ 

内
線
22
）　
　
　
　

　

〒
０
４
８-

０
６
２
１ 

北
海
道
島
牧
郡
島
牧
村
字
泊
83-

１　

        

●
印
刷
／
株
式
会
社 

総
北
海　

　　　　

広
報
し
ま
ま
き    

2 

月
号

　　　　

広
報
し
ま
ま
き

　
　
　
　
　月
号

12
・
1

広 報

し ま ま き 12月1月

合併号

2022

Ｎｏ .606

8/22　ボッチャ大会

2/16　交通事故死 「ゼロ」 6,000 日

5/2　成人式

4/6　小学校入学式

5/7　新型コロナワクチン　接種開始

9/26　島牧村議会議員選挙

10/2　潮の音まつり 10/31　文化祭

写真で振り返る 2021 年



2

　　2022 年　明 け ま し て　　　   お め で と う ご ざ い ま す

島 牧 村 長

藤澤　克

　

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

　

村
民
皆
様
方
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
夢

あ
ふ
れ
る
輝
か
し
い
令
和
４
年
の
新
春

を
さ
わ
や
か
に
お
迎
え
の
こ
と
と
お
慶

び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
昨
年
を
振
り
返
っ
て
み
ま
す

と
、
国
民
が
待
ち
望
ん
だ
東
京
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
開
催
さ
れ
、

コ
ロ
ナ
禍
に
疲
弊
す
る
国
民
に
と
っ
て

明
る
い
話
題
と
な
り
ま
し
た
が
、
昨
年

11
月
に
新
た
な
変
異
株
が
発
見
さ
れ
る

な
ど
、
コ
ロ
ナ
禍
は
未
だ
終
息
す
る
兆

し
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

令
和
２
年
よ
り
続
く
コ
ロ
ナ
禍
は
経

済
的
に
も
大
き
な
影
響
を
与
え
、
島
牧

村
で
も
、
漁
業
に
あ
っ
て
は
漁
獲
量
の

減
少
に
追
い
打
ち
を
か
け
る
よ
う
な
魚

価
の
低
迷
と
購
買
力
の
低
下
、
観
光
入

込
客
の
減
少
な
ど
、
地
域
経
済
へ
の
影

響
が
続
い
て
い
ま
す
。

　

昨
年
２
月
か
ら
開
始
と
な
っ
た
ワ
ク

チ
ン
接
種
が
進
行
す
る
と
と
も
に
、
新

規
感
染
者
の
発
生
が
減
少
し
、
国
内
経

済
活
動
に
も
よ
う
や
く
光
明
が
差
す
状

況
と
な
り
ま
し
た
が
、
一
日
も
早
く
国

内
の
経
済
活
動
が
活
発
化
し
、
誰
も
が

安
心
安
全
な
生
活
環
境
に
戻
り
、
地
域

経
済
が
回
復
す
る
こ
と
を
切
に
願
う
と

こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

さ
て
、
本
村
唯
一
の
高
齢
者
福
祉
施
設

「
潮
の
音
」
に
つ
き
ま
し
て
は
、
多
く
の

高
齢
者
の
皆
様
に
利
用
し
て
い
た
だ
い

て
お
り
、
本
年
も
指
定
管
理
者　

社
会

福
祉
法
人　

徳
美
会
と
と
も
に
、
よ
り

利
用
し
や
す
い
施
設
運
営
を
追
求
し
て

ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
島
牧
・
寿
都
間
送
迎
バ
ス
の

運
行
や
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
全
額
公
費
負

担
、
子
供
の
医
療
費
無
償
化
を
18
歳
ま
で

拡
大
す
る
な
ど
の
福
祉
対
策
と
、
安
心
・

安
全
な
生
活
の
た
め
ヒ
グ
マ
出
没
対
策

と
し
て
、
電
気
牧
柵
の
増
設
な
ど
生
活
環

境
整
備
対
策
を
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

経
済
・
観
光
対
策
に
お
い
て
は
、
小
規

模
事
業
者
の
育
成
・
推
進
の
た
め
地
域
産

業
活
性
化
支
援
事
業
な
ど
諸
施
策
を
実

施
し
、
狩
場
山
で
実
施
す
る
C
A
T
ス

キ
ー
ツ
ア
ー
事
業
は
、
コ
ロ
ナ
禍
の
も
と

ツ
ア
ー
客
の
確
保
が
困
難
な
状
況
に
は

あ
り
ま
す
が
、
自
然
と
の
共
存
を
図
り

な
が
ら
事
業
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

次
代
を
担
う
子
供
た
ち
の
健
や
か
な

成
長
を
願
う
子
育
て
支
援
対
策
と
し
て
、

妊
婦
健
診
超
音
波
検
査
等
へ
の
公
費
助

成
及
び
教
育
環
境
の
整
備
に
努
め
て
ま

い
り
ま
す
。

　

私
は
、
私
の
政
治
信
念
で
あ
る
「
ふ

る
さ
と
島
牧
の
明
日
を
築
き
未
来
を
拓

く
」
を
胸
に
抱
き
、
村
づ
く
り
理
念
で
あ

る
「
豊
か
な
自
然
と
人
の
温
も
り
を
育

む
村
」
づ
く
り
を
目
指
し
、地
域
の
振
興
・

発
展
の
た
め
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
し
た
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
高
レ
ベ
ル
放
射
性

廃
棄
物
最
終
処
分
場
選
定
の
た
め
の
文

献
調
査
が
、
隣
町
で
開
始
さ
れ
２
年
目

を
迎
え
ま
す
。

私
は
、
政
治
信
念
と
村
づ
く
り
の
理
念

の
基
に
、
島
牧
村
の
大
自
然
を
守
り
未

来
に
つ
な
ぐ
た
め
に
、
終
始
一
貫
し
て

受
容
れ
難
い
と
意
思
表
示
し
て
ま
い
り

ま
し
た
。
こ
の
意
思
は
こ
れ
か
ら
も
変

わ
る
こ
と
な
く
持
ち
続
け
、
歩
み
続
け
る

こ
と
を
村
民
皆
様
に
宣
言
い
た
し
ま
す
。

　

結
び
に
な
り
ま
す
が
、
今
後
も
、
ふ

る
さ
と
島
牧
の
明
日
を
築
き
、
未
来
を

拓
く
村
づ
く
り
の
た
め
職
員
と
一
丸
と

な
っ
て
精
一
杯
の
努
力
を
重
ね
て
ま
い

り
ま
す
の
で
、
な
お
一
層
の
ご
支
援
と

ご
協
力
賜
わ
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
と
共
に
、
村
民
皆
様
の
ご
多

幸
を
心
か
ら
ご
祈
念
申
し
上
げ
新
年
の

ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
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　　2022 年　明 け ま し て　　　   お め で と う ご ざ い ま す

中田　仁史

議 会 議 長

　　

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

　

村
民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
令

和
４
年
の
新
春
を
御
壮
健
で
迎
え
ら
れ

ま
し
た
こ
と
を
心
か
ら
お
慶
び
申
し
上

げ
ま
す
と
と
も
に
、
平
素
は
議
会
活
動
に

対
し
特
段
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
、

厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
を
顧
み
ま
す
と
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
の
感
染
流
行
か
ら
２
年
余
り

が
経
過
し
、
世
界
で
は
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
の
変
異
株
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
が
流
行
す

る
な
ど
、
い
ま
だ
終
息
の
気
配
が
見
え

て
お
り
ま
せ
ん
。
国
内
の
状
況
に
つ
い
て

は
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
が
進
ん
で
い
る
こ
と

で
感
染
者
数
は
減
少
傾
向
に
あ
り
、
徐
々

に
で
は
あ
り
ま
す
が
普
段
の
生
活
を
取

り
戻
し
つ
つ
あ
る
状
況
に
あ
り
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
影
響
は
未
だ
大
き
く
、
本
村

に
お
い
て
も
基
幹
産
業
で
あ
る
漁
業
に

つ
い
て
は
、
魚
価
の
低
迷
や
漁
獲
量
の

減
少
な
ど
に
よ
り
非
常
に
厳
し
い
状
況

が
続
い
て
お
り
、
ま
た
観
光
客
数
の
減

少
な
ど
に
よ
り
地
域
経
済
に
も
大
き
な

影
響
が
出
て
お
り
ま
す
。

　

終
息
に
は
ま
だ
時
間
が
か
か
る
こ
と

と
思
い
ま
す
の
で
、
マ
ス
ク
の
着
用
・

う
が
い
手
洗
い
等
を
し
っ
か
り
と
行
い
、

個
人
で
出
来
る
感
染
予
防
対
策
は
引
き

続
き
行
っ
て
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
す

る
と
と
も
に
、
一
日
も
早
い
終
息
と
、
皆

様
が
安
心
安
全
に
生
活
で
き
る
よ
う
に

な
る
こ
と
を
、
心
か
ら
願
う
と
こ
ろ
で

あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
昨
年
も
ヒ
グ
マ
の
目
撃
情
報
が

春
先
か
ら
寄
せ
ら
れ
て
お
り
ま
し
た
が
、

出
没
地
域
へ
の
電
気
柵
の
設
置
や
猟
友

会
の
協
力
に
よ
る
ヒ
グ
マ
捕
獲
の
実
施

な
ど
に
よ
り
、
人
的
被
害
や
民
家
な
ど

へ
の
大
き
な
被
害
も
無
く
、
効
果
的
な
対

策
が
と
れ
て
い
る
と
感
じ
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。
今
後
も
引
き
続
き
、
村
民
皆

様
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
村
づ
く
り
を
、

尚
一
層
、
力
強
く
進
め
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
考
え
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

国
内
の
出
来
事
に
目
を
向
け
ま
す
と
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
に
よ
り

延
期
さ
れ
て
お
り
ま
し
た
東
京
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
大
会

で
は
過
去
最
高
の
メ
ダ
ル
数
を
獲
得
す

る
な
ど
、
コ
ロ
ナ
禍
で
暗
く
な
っ
て
い

る
世
の
中
に
お
い
て
、
明
る
い
話
題
の

一
つ
に
な
り
ま
し
た
。

一
方
、
政
治
に
目
を
向
け
ま
す
と
、
10
月

の
解
散
に
よ
る
衆
議
院
議
員
選
挙
が
行

わ
れ
、
連
立
与
党
が
信
任
を
受
け
、
引
き

続
き
政
権
を
担
う
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

国
民
の
声
を
十
分
に
反
映
し
、
国
内
外
の

諸
課
題
が
解
決
さ
れ
る
政
策
が
実
行
さ

れ
、
効
果
が
現
れ
る
こ
と
を
期
待
す
る
と

こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
村
に
お
い
て

は
、
昨
年
９
月
の
村
議
会
議
員
選
挙
で
新

た
な
体
制
と
な
り
ま
し
た
。
議
員
一
同
、

一
丸
と
な
り
島
牧
村
の
発
展
を
目
指
し
、

頑
張
る
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

新
し
い
時
代
を
迎
え
た
今
、
漁
業
・
農

業
・
商
工
業
な
ど
、
様
々
な
産
業
の
振

興
を
図
る
と
と
も
に
、
島
牧
村
の
潜
在

力
を
生
か
し
、
新
た
な
発
想
を
も
っ
て
、

少
子
高
齢
化
・
人
口
減
少
が
進
む
島
牧

村
の
持
続
的
な
発
展
、
高
齢
者
に
や
さ
し

く
、
子
育
て
世
帯
が
未
来
に
希
望
を
持

ち
、
安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と
が
出
来
る
村

づ
く
り
を
目
指
し
、
様
々
な
場
面
で
村

民
皆
様
の
ご
意
見
、
ご
提
言
を
伺
い
な

が
ら
、
皆
様
が
心
か
ら
誇
れ
る
、
ふ
る

さ
と
島
牧
を
実
感
で
き
る
村
づ
く
り
実

現
に
向
け
て
、
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

　

今
後
と
も
議
会
活
動
に
深
い
ご
理
解
、

ご
支
援
を
お
願
い
し
、
皆
様
に
と
っ
て
健

康
で
幸
多
い
年
で
あ
り
ま
す
よ
う
、
心

か
ら
ご
祈
念
申
し
上
げ
新
年
の
挨
拶
と

い
た
し
ま
す
。
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　11 月４日、村の自治や安全・安心な村づくりなどにご努力とご貢献をいただい
た方々の功績をたたえる島牧村功労者表彰式が行われました。
　以下、受賞者５名の功績をご紹介いたします。

功 労 者 表 彰 式

産業功労賞

（故） 堂坂　良幸 さん

善 行 賞

社会功労賞

平成７年から令和２年まで第２栄浜地区会長として、２６年有余にわたり栄浜地区の地
域活動に貢献されました。

佐藤　清司 さん

昭和５８年１月５日から令和３年３月３１日まで３８年にわたり消防団員として、村の
消防業務に大きく貢献されました。

成田　正一 さん

平成元年５月１日から令和２年１２月３１日まで３１年にわたり消防団員として、村の
消防業務に大きく貢献されました。

小田桐　清 さん
平成５年３月２８日から現在まで２０年にわたり農業関係団体役員として、村の農業の
発展に大きく貢献されました。

（字元町）

（字永豊町）

（字泊）

（故） 溝口　酒造 さん
昭和５７年から令和２年まで３９年にわたり交通安全指導員として、村の交通安全推進
に大きく貢献されました。
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　このたび、北海道知事より、藤澤 克村長が北海道社会貢献賞（自治功労者）
の表彰を受けました。

北海道社会貢献賞 （自治功労者）

藤澤　克 村長
昭和５０年から平成１３年までは島牧村職員として、平成１３年から平成１９年まで
は教育長として、平成１９年から現在まで島牧村長として、４６年間島牧村の発展の
ために努めました。

多年にわたり、地方公共団体の公職であって地域住民の福祉の向上に尽力され、地
方自治の振興発展に多大な貢献をされた方に贈られるものです。

（字永豊町）

北海道社会貢献賞  受賞

昭和４９年に村消防団に入団、平成２３
年から村消防団分団長に就任し、４１
年有余にわたり日夜消防業務に精励。
災害発生時には率先出動し、部下団員
に指揮し被害の軽減に努めました。

（字栄町）

瑞宝単光章  受章

　このたび、鈴木 邦男さん（字栄浜）が長年の消防団活動を評価され、内閣
総理大臣より瑞宝単光章を授章されました。令和 3 年１１月３０日、本村に
おいて藤澤村長より伝達されました。
　これまでの永きにわたるご尽力に感謝申し上げます。

鈴木　邦男 さん

▲表彰式の様子
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ご 長 寿 万 歳 ！

　この度、中山 貞子さん（字原歌町　昭和８年
１１月１２日生）と、佐々木 ミチ子さん（字本
目　昭和８年１１月１９日生）が米寿（88 歳）
を迎えられました。おめでとうございます。
　お祝いとして長寿者慶祝金が村から贈られま
した。これからも健康に留意され、趣味を楽し
みながら元気にお過ごし下さい。

※中山 貞子さん、佐々木 ミチ子さんの写真は、本人の希望により掲載しておりません。

藤井　凛々子
　

11
月
28
日
に
伊
達
市
で
開
催
さ
れ
た
、

第
69
回
胆
振
西
部
柔
道
大
会
兼
第
３
回

北
海
道
柔
道
少
年
団
交
流
大
会
に
お
い

て
、
字
泊
の
藤
井
凛
々
子
さ
ん
（
島
牧

柔
道
会
所
属
）
が
中
学
生
女
子
57
キ
ロ

超
級
に
出
場
し
、
見
事
準
優
勝
に
輝
き

ま
し
た
。

　

中
学
１
年
生
の
藤
井
さ
ん
は
上
級
生

相
手
に
初
戦
か
ら
順
調
に
勝
ち
上
が
り
、

決
勝
戦
で
は
黒
帯
相
手
に
惜
敗
し
ま
し

た
が
、
見
事
準
優
勝
に
輝
き
ま
し
た
。

第
69
回
胆
振
西
部
柔
道
大
会

兼
第
３
回
北
海
道
柔
道
少
年

団
交
流
大
会

　
　
　
　
　
　
　
　準
優
勝

さ ん
（島牧中学校１年生）

佐藤　俊光 さん （字豊浜）

　このたび、佐藤 俊光さん（字豊浜）が交通安全功労者として、北海道知事
感謝状を受賞されました。令和 3 年 10 月 5 日、本村において藤澤村長より伝
達されました。
　これまでの永きにわたるご尽力に感謝申し上げます。

交通安全功労者知事感謝状　受賞

平成２０年４月１日から現在まで１３年
にわたり、交通安全指導員として村の交
通安全推進に努め、安全で安心なまちづ
くりに寄与されました。
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花田　雄太　　（字泊）
永島　隼斗　　（字泊）
大川　拓真　　（字泊）
西海　諒茉　　（字泊）
越後谷　奈菜　（字泊）
大森　　鈴　　（字港）

髙山　愛海　　（字原歌町）
濱野　みづき　（字豊浜）
中田　恵水　　（字永豊町）
成田　圭吾　　（字本目）
藤田　美優香　（字本目）
金澤　依吹　　（字泊）

小学生の部 中学生の部

島 牧 村 長 賞 ６年　浜野　桃々 島 牧 村 長 賞 ３年　浜野　寧々

島牧村教育委員会教育長賞 ３年　中島こず絵 島牧村教育委員会教育長賞 ２年　中川　真結

島 牧 村 校 長 会 会 長 賞 ５年　浜野しずく 島 牧 村 校 長 会 会 長 賞 １年　安保　刀摩

島牧村文化祭実行委員長賞 ２年　久慈　昂宗 島牧村文化祭実行委員長賞 ３年　木村　愛菜

金　　賞 ５年　大森　陽香 金　　賞 ２年　本庄　茄稚

金　　賞 ３年　幸所　茉奈 銀　　賞 ３年　境　　桃那

銀　　賞 ４年　藤田　悠愛 銅　　賞 １年　及川　武蔵　

銀　　賞 １年　村川　湊祐

銅　　賞 ４年　中田　世菜

銅　　賞 １年　福井　琉海

令和３年度　小・中学生美術展審査結果発表

日時 ： 　1 月 9 日　午後　１　時
場所　 ： ふれあい交流センター 「おあしす」

　成人式を迎えられる対象者は、平成１３年４月２日から平成１４年
４月１日までの間に生まれた方々です。（敬称略）

成人式のご案内
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島牧ウインドファーム
トピックス　　vol.3

①ブレード（羽根）の取り外し

令和３年５月より始まった島牧ウインドファーム

更新工事を紹介。１年間を通し隔月掲載いたします。

解 体 工 事 の 様 子 を 写 真 で 紹 介 し ま す 。
vul.2 で解体の流れを紹介しましたが、今月号では解体の様子を写真で紹介します。
総重量 77.3 ｔの風車１基の解体に対し、約 18 日間かけて以下の工程を行いました。

②各部位（ナセル）を上から取り外し

③取り外した部位（タワー）の解体（1）

④基礎部コンクリートの解体 ⑤基礎杭の周囲を専用機械で掘削

⑥基礎杭の引き抜き撤去・搬出 ⑦風車があった場所の整地

④取り外した部位（タワー）の解体（2）
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１. 蛇口を開いて水を出し、元栓を閉めます。
２. 蛇口は朝まで開いたままの状態にします。
　  →水道管が凍って出ない時は、自然に溶けるのを待つか、蛇口や水道管にタオルなどを
　　 被せて、ゆっくりとぬるま湯をかけてください。自然に溶けるのを待つ場合は、蛇口
　　 の閉め忘れに注意してください。
　 →いくらぬるま湯をかけても水が出ない場合は、蛇口を無理に回したりせず、水道業者
　　 へ連絡してください。
　 →急に熱湯をかけると、蛇口や水道管をいためることがありますので注意が必要です。
　　（ヤケドなどに十分注意してください。）

水抜きの仕方

　気温がマイナス４℃以下になると、水道管が凍って水が出なくなったり、破裂した
りする凍結事故が増加します。
　気象状況に注意し、外出の時や寝る前には水道の水抜きを忘れずに行いましょう。

水道凍結にご注意 !!

除排雪作業に

　 　ご協力を
　本格的な降雪の時期です。除排雪作業をス
ムーズに行うために、皆さんのご協力をお願
いします。

　除
雪
作
業
で
一
番
困
る
の
が
路
上
駐
車
で
す
。
狭
い
道

路
な
ど
で
は
交
通
事
故
の
原
因
に
も
な
り
、
非
常
に
危
険

で
す
。

　ま
た
、
作
業
が
遅
れ
て
結
果
的
に
み
な
さ
ん
に
迷
惑
が

か
か
り
ま
す
。

　
●
除
排
雪
作
業
は
十
分
注
意
し
て
行
っ
て
い
ま
す
が
、
除

雪
車
に
出
会
っ
た
と
き
は
安
全
な
距
離
を
保
ち
、
絶
対
に

近
寄
ら
な
い
で
く
だ
さ
い
。
特
に
、
子
ど
も
を
近
づ
け
な

い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

●
低
い
塀
や
樹
木
な
ど
は
雪
に
埋
も
れ
て
見
え
ま
せ
ん
の

で
、
赤
布
な
ど
目
立
つ
印
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

　
●
除
雪
後
に
残
る
玄
関
先
の
雪
は
、
再
び
車
道
に
出
さ
な

い
で
く
だ
さ
い
。
交
通
障
害
と
な
り
ま
す
の
で
各
自
で
処

理
し
て
く
だ
さ
い
。

●
「
島
牧
美
利
河
線
」
島
牧
村
字
泊
４
５
１
‐
1
ゲ
ー
ト

か
ら
島
牧
村
字
泊
国
有
林
３
２
３
０
林
班
は
冬
季
期
間
通

行
止
め
と
な
り
ま
す
。

  

・
車
道
に
雪
を
出
し
て
は
い
け
ま
せ
ん

  

・
道
道
の
除
雪
、
夜
間
は
し
て
い
ま
せ
ん
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後期高齢者医療制度のお知らせ
~ 医 療 費 通 知 に つ い て ~

　広域連合では被保険者の皆様の医療費総額などについてお知らせする「医療費通知」
を年２回、対象期間に医療機関等を受診した全ての被保険者の皆様へ送付します。
　これは、医療機関の窓口でお支払いいただいた自己負担分を除いた医療費は、後期
高齢者医療制度から支払われていることを具体的に理解していただくとともに、健康
管理の重要性を意識していただくことで、医療費の適正化、ひいては被保険者の皆様
の負担軽減を図ることを目的としています。

○医療費の推移が一目で把握でき、ご自身の健康状況の把握や健康管理に活用でき
　ます。
○健康診査など皆様の健康増進に役立つ情報をお知らせします。
○診療日数等に間違いがないか確認しましょう。

○このお知らせは、医療費控除の申告手続で医療費の明細書として使用することがで
　きます。
○医療費控除の申告に関することは、税務署にお問い合わせください。

○ 医療機関等の請求遅れや請求内容を審査中のものなど一部の受診記録が記載されて
　いない場合があります。
○ 自己負担額は、医療費助成等を受けている場合など、記載されている金額と実際に
　ご自身が負担された金額が異なる場合があります。
○ このお知らせは、皆様の受診状況についてお知らせするものであり、請求書ではあ
　りません。また、特に手続きなど行っていただく必要はありません。

■医療費通知を全受診者へ送付します

◇医療費通知の活用例

◇医療費控除の申告について

◇注意事項

◇発送月・対象診療月

《イメージ図》

発　送　月 診　療　月

令和４年１月（上旬） 令和３年１月～９月

令和４年２月（下旬） 令和３年１０月～１２月

北海道後期高齢者医療広域連合

【お問い合わせ】

℡  ０１１ ‐ ２９０ ‐ ５６０１

島牧村役場 住民課保険係
℡  ０１３６ ‐ ７５ ‐ ６２１３
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～ 糖 尿 病 編 ～

【お問い合わせ】
島牧村役場福祉課保健指導係　　℡　０１３６‐７５‐６００１

　ある日、学校から帰宅すると、「お父さんが職場で倒れて入院したの。糖尿病で１か月、
教育入院するって。」と母から伝えられました。
　父はとても元気に働いていました。朝、昼、夜の３食のご飯は、母が作った主食、主菜、
副菜、汁物と栄養バランスが整い、味付けも彩りも良い美味しい食事です。家族みん
なが同じ物を食べているのに、どうして父だけが糖尿病になったのか、とても不思議
でした。
　お見舞いに行った時は、父は元気そうでした。１か月の入院では、カロリー計算さ
れた食事を食べ、食後や間食後には、病院内の廊下や階段を歩いて 30 分運動をしてい
ると、父は教えてくれました。
　父と母は二人で、病院の管理栄養士さんから食事指導を受けました。

●１食当たりのご飯、肉、魚の量の目安
●野菜を積極的に食べる
●間食や果物の１日の目安は片手にのる程度
●低血糖発作に備え糖分がすぐに取れる物を必ず持参する
●食品のカロリーが載っている本の購入

１か月後、退院してきた父は少しほっそりしていました。
あれから 35 年、大人になった私は勉強し父が糖尿病になった理由などを推測しました。

　現在も父は時々、パチンコに行きます。夕食を食べてから行きなよと声をかけても
言うことはきかず、帰宅後の遅い時間に夕食を食べて、母や私に怒られています。わ
かっていても生活習慣を変えることは難しいことも理解します。
　父は内服とインスリン注射で治療を継続していますが、今のところ、糖尿病の３大
合併症である糖尿病腎症、糖尿病網膜症、糖尿病神経障害にはなっていません。きち
んと通院し治療を継続していること、母の食事管理、運動の効果かもしれません。

　この物語は実話です。

～ 糖 尿 病 編 ～～ 糖 尿 病 編 ～

あ る 家 族 の 物 語

●職場で倒れたのは、糖尿病による低血糖発作だった可能性がある。
●父は帰宅後、夕食を食べずにパチンコに行き、閉店 23 時の帰宅後に夕食を
　食べ、入浴後すぐに寝ていた。だから、家族と同じ食事を食べていても消化
　できずに太りやすく、血糖値も下がりづらかった。
●パチンコから帰宅後、父はたばことコーヒーの香りがしていた。空腹をしの
　ぐためにパチンコをしながら、甘い缶コーヒーを飲んでいた。それは血糖値
　が低い状態から、一気に高い状態になり、余計にインスリンを使うことにな
　り、インスリンの効きも悪くなる。



12

　

　

し
り
べ
し
弁
護
士
相
談
セ
ン
タ
ー

の
1
月
、
2
月
の
相
談
日
程
を
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

▽
相
談
日
程

1
月
5
日
、
12
日
、
19
日
、
26
日

2
月
2
日
、
9
日
、
16
日

毎
週
水
曜
日
、
相
談
無
料

▽
事
前
予
約
制

▽
予
約
受
付
時
間　

平
日　

午
前
10
時
〜
午
後
4
時

▽
住
所　

岩
内
町
高
台
84
‐
3　

　
　
　
　
　
（
佐
藤
精
肉
店
と
な
り
）

℡
0
1
3
5
‐
62
‐
8
3
7
3

Fax 

0
1
3
5
‐
62
‐
8
3
8
3

　

北
方
領
土
問
題
の
一
日
も
早
い
解
決

を
期
待
し
、
国
の
外
交
交
渉
を
積
極
的

に
後
押
し
す
る
と
と
も
に
、
道
民
世
論

の
結
集
を
図
る
た
め
、2
月
7
日
の「
北

方
領
土
の
日
」
を
中
心
に
1
月
21
日
か

ら
2
月
20
日
の
1
カ
月
を
特
別
啓
発
期

間
と
し
、
一
層
強
力
に
北
方
領
土
問
題

の
啓
発
活
動
を
展
開
す
る
こ
と
に
し
て

い
ま
す
。

　

つ
き
ま
し
て
は
、
1
月
21
日
か
ら
2

月
18
日
ま
で
、
役
場
庁
舎
内
・
道
の
駅

に
お
き
ま
し
て
、
署
名
コ
ー
ナ
ー
を
開

設
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
趣
旨
を
ご
理

解
の
上
、
返
還
運
動
へ
積
極
的
に
参
加

し
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

　

災
害
発
生
時
の
備
え
と
し
て
、
次
の

も
の
を
用
意
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

①
現
金
、
通
帳
（
印
鑑
）、
保
険
証
・

　

免
許
証
・
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

②
懐
中
電
灯
・
ラ
ン
タ
ン
、
Ａ
Ｍ
ラ
ジ

　

オ
、
携
帯
電
話
（
＋
充
電
器
）

③
テ
ィ
ッ
シ
ュ
等
、
ゴ
ミ
袋
、
箸
等

④
常
用
薬
・
持
病
の
薬
、
生
理
用
品
、

　

マ
ス
ク
、
消
毒
液
、
体
温
計

⑤
食
べ
物
、
飲
み
物
、
飴
・
チ
ョ
コ
レ

　

ー
ト
等
の
お
菓
子
、
ミ
ル
ク

⑥
着
替
え
、
手
袋
、
上
履
き
（
ス
リ
ッ

　

パ
）、
携
帯
用
ト
イ
レ
、
お
む
つ

　

以
上
は
一
例
で
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
ご

家
庭
で
必
要
な
も
の
を
（
持
ち
出
せ
る

範
囲
で
）
用
意
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

【
お
問
い
合
わ
せ
】

島
牧
村
役
場
総
務
課
防
災
対
策
室

℡
0
1
3
6
‐
75
‐
6
2
1
1

　

除
雪
機
を
使
用
す
る
際
は
、
次
の
点

に
注
意
し
て
安
全
に
操
作
し
ま
し
ょ

う
。

①
作
業
前
に
取
扱
説
明
書
を
読
み
、
正

し
い
使
い
方
を
確
認
し
ま
ょ
う
。

②
デ
ッ
ド
マ
ン
ク
ラ
ッ
チ
機
構
を
意
図

　

的
に
無
効
化
し
た
り
、
故
障
し
た
ま

　

ま
の
使
用
は
や
め
ま
し
ょ
う
。

③
雪
詰
ま
り
を
取
り
除
く
と
き
は
、
必

　

ず
エ
ン
ジ
ン
を
停
止
し
、回
転
部（
オ

　

ー
ガ
、
ブ
ロ
ワ
）
が
完
全
に
停
止
し

　

て
か
ら
、
雪
か
き
棒
を
使
っ
て
行
い

　

ま
し
ょ
う
。

▽
対
象
者

障
が
い
を
お
持
ち
の
求
職
者

▽
訓
練
科
目

建
築
デ
ザ
イ
ン
科
・
C
A
D 

機
械
科
・

総
合
ビ
ジ
ネ
ス
科
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
設
計

科
・
総
合
実
務
科
…
各
科
若
干
名

▽
願
書
受
付
期
間

令
和
４
年
１
月
20
日
ま
で

▽
選
考
試
験
日

令
和
４
年
２
月
７
日

▽
試
験
内
容

数
学
、
国
語
、
面
接

▽
選
考
場
所

北
海
道
障
害
者
職
業
能
力
開
発
校

砂
川
市
焼
山
60
番
地

【
お
問
い
合
わ
せ
】

北
海
道
障
害
者
職
業
能
力
開
発
校

℡ 

0
1
2
5 

‐
52
‐ 

2
7
7
4

村からの
お知らせ

　広報活動についてのご意見は

企画情報係までお寄せください。

（電話　0136 ‐ 75 ‐ 6212）

し
り
べ
し
弁
護
士
相
談
セ
ン
タ
ー

開
設
の
お
知
ら
せ

災
害
は
忘
れ
た
こ
ろ
に
や
っ
て

く
る
！

除
雪
機
の
使
用
時
の
事
故
に

注
意
し
ま
し
ょ
う

1
月
21
日
～
2
月
20
日

﹁
北
方
領
土
の
日
﹂
特
別
啓
発
期
間

北
海
道
障
害
者
職
業
能
力
開
発
校

令
和
4
年
度
訓
練
生
の
追
加
募
集
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年金の窓口 国民年金の加入方法について

募集種目 受検資格 受付期間 試験期日

自衛官候補生
第 6 回

採 用 予 定 月 の 1 日
現在、18 歳以上 33

歳未満の者

令 和 4 年 1 月 1
日～ 1 月 21 日

令和 4 年 1 月 28 日・
29 日

自衛官候補生
第 7 回

採 用 予 定 月 の 1 日
現在、18 歳以上 33

歳未満の者

令 和 4 年 1 月 1
日～ 2 月 10 日

令和 4 年 2 月 20 日・
21 日

高等工科学校生徒
令 和 4 年 4 月 1 日
現在、15 歳以上 17

歳未満の男子

令和 3 年 11 月
1 日～

令 和 4 年 1 月
14 日

（1 次）
令和 4 年 1 月 22 日・
23 日のいずれか 1 日

（2 次）
1 次試験合格通知で
お知らせします。

自
衛
官
募
集
説
明
会
案
内

【お問い合わせ】
倶知安地域事務所（倶知安町南 3 条東 1 丁目）     ℡  0136 ‐ 23 ‐ 3540
自衛官募集相談員      後藤　諭　℡  0136 ‐ 76 ‐ 7504

令
和
３
年
度
介
護
保
険
料
の
普
通
徴
収
納
付
期
限
は
、【

第
７
期
】
令
和
４
年
1
月
25
日
で
す
。
忘
れ
ず
に
納
め
ま
し
ょ
う
。

　国民年金は、誰もが加入する公的年金制度です。基本的に日本に住む２０歳以上
６０歳未満のすべての方は、国民年金に加入する義務があります。
　加入者は、職業などによって次の３つのグループに分かれており、それぞれ加入手
続きが異なります。

・第１号被保険者
　２０歳以上６０歳未満の農業者、自営業者、学生、フリーター、無職の方です。
　加入手続きは、ご自身で住所地の市区役所・町村役場の国民年金担当窓口で行い
　ます。

・第２号被保険者
　会社員や公務員などの厚生年金保険に加入されている方です。
　加入手続きは、勤務先が行います。

・第３号被保険者
　第２号被保険者に扶養されていて、年収１３０万円未満の２０歳以上６０歳未満の
　配偶者の方です。
　加入手続きは、第２号被保険者の勤務先を経由して行います。

【お問い合わせ】
　小樽年金事務所　　　℡０１３４ ‐ ６５ ‐ ５００２　　
　島牧村役場住民課　　℡０１３６ ‐ ７５ ‐ ６２１３

　会社を退職したときは、第２号被保険者から第１号被保険者への変更の手続きが必
要となりますので、お早めにお手続きをお願いします。



　　

　保育所　もちつき

交通安全はみんなの願い
死亡交通事故

０の日
令和3年

12月 15日現在 6332 日達成
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　月
号

やわらかく美味しいおもちができたかな？（12/2）

■たんじょう…………………………………………
　　R3.11.17  久慈　世

せ れ ん

恋……………………栄磯
　　　　　　（久慈公一郎・詩織さんのお子さん）

■おしあわせに………………………………………
　　R3.11.14  丸山　倫徳……………………本目
　　　　　　  鈴木　楓………………………千走

■おくやみ……………………………………………
　　R3.11. 1  芳賀　敏治（91 歳） …………元町
　　R3.11.14  花田　達也（62 歳） ……………泊
　　R3.11.23  村川　和（94 歳） ……………歌島
　　　
■人口及び世帯数（令和3年11月30日現在） ………
　　　　1,359 人  （前月比　▲ 5 人）
 　  男：　672 人  （前月比　▲ 4人）
 　  女：　687 人  （前月比　▲ 1人）
 　  　　　781 戸  （前月比  ▲ 2 戸）

運

転

免

許

更新時講習

寿都町総合文化
センター
２階会議室

一般・違反講習
　1月18日（火）  2月15日（火） 
　一　般　者　13：00～14：00
　違　反　者　14：45～16：45

優良・初回講習
　1月21日（金）  2月18日（金）
　優　良　者　13：00～13：30
　初回更新者　14：15～16：15

高齢者講習
（70歳以上・事
前予約制）

　八雲自動車学校　
　℡  0137－63－2111　
　※ご予約はお早めに

「
長な
か

き
夜よ

の 

遠と
お

の
眠
り
の 

皆
目
覚
め 

波
乗
り
船
の 

音

の
良
き
か
な
」
ご
存
知
の
方
は
い
る
と
思
い
ま
す
が
、

七
福
神
の
宝
船
の
絵
に
一
緒
に
書
か
れ
る
こ
と
の
あ
る

回
文
で
す
。（
私
は
知
り
ま
せ
ん
で
し
た
。）
▼
回
文
と

は
前
か
ら
読
ん
で
も
後
ろ
か
ら
読
ん
で
も
同
じ
読
み
方

が
で
き
る
文
の
こ
と
で
、「
終
わ
り
の
な
い
」「
良
い
こ

と
が
続
く
」
と
い
う
意
味
か
ら
お
目
出
た
い
文
と
さ
れ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
こ
の
回
文
に
つ
い
て
は
、「
な
み

の
り
ふ
ね
（
波
乗
り
船
）」
と
「
み
の
り
（
実
り
）」
が

掛
け
ら
れ
て
い
る
の
を
は
じ
め
、「
長
き
夜
（
夢
見
が

続
く
）」
と
「
長
き
世
（
長
寿
）」
な
ど
の
縁
起
を
担
い

だ
言
葉
遊
び
の
要
素
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
▼
元
日
の

夜
に
こ
の
回
文
が
書
か
れ
た
七
福
神
の
宝
船
の
絵
を
枕

の
下
に
置
き
、
歌
を
三
回
読
み
上
げ
て
寝
る
と
良
い
初

夢
を
見
ら
れ
る
、
と
い
う
風
習
が
室
町
時
代
の
頃
か
ら

行
わ
れ
て
い
た
そ
う
で
す
。
▼
こ
の
風
習
に
効
果
が
あ

る
の
か
は
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、
夢
は
日
中
の
起
き
て
い

る
こ
と
に
左
右
さ
れ
る
面
が
あ
る
そ
う
。
普
段
忙
し
い

人
も
元
旦
は
の
ん
び
り
過
ご
し
、
良
い
初
夢
を
見
て
良

い
一
年
の
始
ま
り
に
し
て
み
ま
し
ょ
う
！
（
M
）

11 月 1 日～ 11 月 30 日
掲載申出分・敬称略

※事前に寿都警察署へお問い合
　わせください
　℡  0136－62－2110

 11月1日～12月31日

11 月   4 日    　功労者表彰式

12 月 14 日   　 第４回村議会定例会   

　       15 日   　 　　〃

            30 日   　 御用納め

わが家の

お殿様

山田　遥
は る た

汰 くん

よく女の子？って言われるけど、音楽を聞いたり、

兄ちゃんの真似が好きなうちのお殿さま遥汰くん。

兄ちゃんと遊ぶのが大好きだけど時にはケンカも

（笑）

これからも兄ちゃんと仲良く、強くてやさしい子に

なってね！

（令和３年１月２７日生） 字本目／山田　海渡・
彩さんのお子さん

12
・
1

11
・
12
月

し ま ま き 12月1月

合併号

2022

Ｎｏ .606


